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市
役
所
の
建
設
場
所
が

決
ま
り
ま
L
た

日判E
 
他地主司ア世主舎存者v
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話
ur
J有

sw

刊
日
に
土
地
・
家
屋
を
公
売

約

一

一

山

農

業

資

金

の

作

り

方

E
G意思
ど

が

つ

で

も

審

会

…

号

.

一

…

一
年
以
内
の
貸
付
金
に
あ

2
全
部
魯
ま
た
は
五
に
つ
川

旬

品

川

門
農

業

改

良

資

金

】

つ

て

は

-

霊

祭

法

、

竺

時

償

還

議

求

ず

る

川

市

色

川

県

改

良

資

金

制

度

は

県

の

A

融
資
の
対
象
限
度
な
ら
び
そ
の
他
の
貸
付
金
に
あ
っ
と
》
亦
で
き
る
。

監

察

は

と

く

に

霊

祭

多

く

川

眠

良

資

金

助

成

法

の

ま

に

筆

方

法

て
は
違
憲
支
払
の
方
①
貸
付
金
を
貸
付
の
目
的
ぷ

，ru
極

り

ま

す

の

で

小

包

が

年

内

に

と

川

9
2
一

酬

ιろ
に
よ
り
艶
難
者
等
に
技
術
導
入
資
金
の
限
度
額
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
.
列
的
目
的
に
使
用
し
た
と
川

官
-s
と

く

た

め

に

は

十

五

日

ま

で

、

年

"

"

'

引
l

丸

恒

一

川

νて
昭

和

三

十

一

-

年

度

よ

ま

揮

車

資

金

需

要

額

巻

基

た

だ

し

い

つ

で

も

綿

上

償

き

.

川

『

一

日

開

詩

語

読

町

一
現
在
の
庁
舎
が
せ
き
関
朽
し

3

!
一

院

勝

E
j

…

審

寄

り

て

い

る

制

度

恥

と

し

て

県

差

益

還

を

す

る

乙

と

が

で

き

る

@

2

2

患

っ
た
…
一

一
レ
て
く
だ
さ
い
。

一甚
し

く

危

険

で

あ

る

の

で

早

急

に

大

村

市

の

構

丸

一

聖

乙

で

奇

ま

く

む

乙

の

プ

一

一

り

ま

す

・

g
z七
十

ど

す

る

・

葬

会

答

案

Z
切

言

。

川

一

.

2空
襲

す

E
一
城
容

t
a
i
g
a
-
i
1
7ッ
空

め

申

心

で

き

吉

田

一

向

雰

議

資

金

は

霊

寄

金

銭

Zし
、

定

た

い

し

保

E
入
車
①
前
一
一
号
に
掲
げ
亀
合
の
…
一

一新

市

庁

舎

敷

地

と

し

て

、

昨

年

の

大

村

市

は

将

来

の

届

と

し

て

玄

の

最

西

捕

に

位

置

し

大

都

市

と

一

川

鑑

定

改

編

さ

れ

き

そ

の

返

還

聞

は

ま

の

要

と

す

る

。

舞

金

の

貸

列

正

当

な

習

が

な

く

て

…

一

一九
月
市
会
に
提
案
し
継
続
審
購

fの
よ
う
な
震
筆
者
え
な
げ
一
の
交
通
の
察
言
い
条
件
下
一

…

よ

術

導

入

資

金

の

み

豪

ご

と

に

三

年

さ

え

付

号

た

者

が

つ

ぎ

の

貸

付

の

条

件

に

費

し

た

川一

一
す
ま
し
た
。

石

ば

な

ら

な

い

か

と

い

え

ば

、

経

一

に

き

た

め
、

究

州
重
工
業
地
一

…
刊
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

な
い
範
囲
内

で

政

令

で

定

蓄

に

警

ず

る

時

重

量

・

1

そ

乙

で

検

討

の

結

果

、

代

案

土

着

の

拡

大

に

と

も

な

い

広

量

一

常

事

霊

童

道

路

の

震

と

一

…

め

る

期

聞

と

す

る

・

骸

貸

付

裏

付

事

長

轟

林

謀

)

川

一

一

-

m

E

E呈
-52Eg--EEEEEEEEgg--自
5Ez--azzgEEEESEESBEES--asa---ESSE-S3252-z-za=EE-
言

書

官

し
て
、
今
年
の
一一
育
市
会
に
玖
島
一
商
圏
奉
者
え
、
背
復
地
を
ど
乙
に
一
zr薩

一の
活
路
と
い
え
ま
し
ょ
う
一

崎

露

営

し
て
提
案
レ
ま
し
一求
め
る
か
と
い
う
と
と
に

3
そ
う
す
る

E
S広
大

な

顎

E
E益々
複
雑
一
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
経
済
の
円
と
い
う
を
に
な
っ
て
い
子
一り
ま
す
。
者
民
の
皆
様
の
ご

た
が
、
同
窓
毒
ら
れ
な
か
っ
た
子
。

一塁
、

工
業

用

水

巻

字

2

一

佑
さ
れ
宮
守
護
す
る
傾
一
置
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
善
が
、
喜
二
ニ
紙
袋
最
下
は
一
闘
を
そ
い
う
る
も
の
を
ま

た
め
、
更
に
欝
の
結
果
、

今
年
一
現
在
、
広
域
都
市
の
聞
き
阜
市
は
意
気
号

た

将

来
の
一

向
に
号
ま
す
。

と
の

考

な

と

一

々

審

委

決

し

て

き

ま

せ

ん

の

一す。

十
五
十
九
日
の
臨
時

事

長

一て
お
り
ま
、
書
章
、
宣
言
が
期
待
さ
れ
君
で
あ
り
一大
村
、
竹
松
、
重
、
松
原
の
卒
一
し
宮
路
官
庁
と
の
患
者
え
一
家
ら
将
来
の
庁
舎
の
拡
宣
言
乏
し
い
現
況
下
2
5
経
握
手
る
を
が
十
敷
地
は
喜
一
ぱ
い
に
造
成

提
案
さ
れ
豪
ど
お
り
決
定
さ
れ
一
し
章
、
大
村
雲
め
た
地
若
手
・

一誌
は
工
業
、
車
工
業
地
域
と
し
一
庁
舎
位
置
は
週
さ
な
げ
れ
ば
な
一
言

ω警
に

膨

大

な

敷

地

否

定

さ

れ

て

ま

い

ま

。

予

想

さ

れ

そ

一

し

、

雲

上

半

期

に

票

者

絡

ま

し

た

。

石

定

し

、

と

の

議

全

ブ

ロ

ッ

一

以
上
縁
組
か
美
村
市
の
土
て
旧
大
村
、
竹
松
駅
前
、
松
原
一
り
ま
せ
ん
・
一
塁
軍
と
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
百
巻
あ
げ
て
見
ま
す
と
敷
地
費
用
以
上
の
よ
う
な
と
と
が
ら
を
考
可
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
ま
で
に

と
れ

で

大

村

市

2

2

7

と
し
て
の

E
Eえな
一
地
利
一
塁
嘉
文
ま
主
、
西
一
駅
前
は
裏
震
と
し
て
益
企
と
く
に
交
通
星
条

E
l
i
-
i
i一
と
し
て
の
見
積
額
は
え
あ
わ
せ
風
光
明
凋
な
意
郷
埋
一
議
案
了
い
た
し
た
い
と
考

郷
に
建
設
さ
れ
る
を
と
な
り
ま
一

1
‘
l
i
t
-
i
j
j
一大
さ
れ
、
傾
斜
台
設
住
吉
信
一
撃
の
利
用
は
盛
ん
に
な
る
で
あ
一
経
済
関
係
一
議
H
約
七
百
九
十
万
円
立
地
量
定
い
た
し
た
わ
貯
で
あ
一
え
て
お
り
ま
す
・

{企
画
室
)

す
が
、
新
庁
舎
砿
つ
ン
ク
リ
1
ト
一

代

金

受

取

り

は

早

め

K

一号
、
土
地
の
利
思
議
一
り
ま
し
ょ
う
。

一

i
j
g
=
Z
E
--

i
一自
衛
隊

E一
千
三
十
万
円

の
永
久
麓
露
で
あ
り
、
六
村
市
一

yff'
a』
E
B
Z』
;
6
5
ii

一に
区
分
さ
れ
て
く
る
で
あ
り
ま
し
一
大
村
市
の
交
通
量
は
過
室
年
一

つ
ぎ
に
、

以
上
の
条
件
柔
た
一審

議

H
約
三
千
九
百
一
一
干
高

行
政
の
申
心
で
め
ま
関
係
か
ら
一
支
払
警
は
十
二
月
二
十
八
日
一
代
金
委
領
さ
れ
る
万
は
で
き
る
一
よ
ろ
。

一の
聞
に

一
、
七
倍
に
伸
び
て
お
り
一
し
た
警
は
玖
島
崎
の
佐

宣

言

小

学
校
下
U
約一一一壬
ハ
百
万

大

村

市

の

街

作

り

と

品

目

致

し

た

位

一

、

、

一

一

置
に
建
築
さ
れ
な
貯
れ
ま
よ
ら
と
ま
で
行
な
b
7
2
く
豆
め
に
お
い
で
く
だ
さ
い
.
一

そ

の

他

の

僚

件

L
f一
な
り
ま
す
と
、
窓
口
の
ま
喜
一

{般
入
役
ー
さ

一

i
S
E
i
s-
-
i
i

い

y
b
叶
勿
輪
引
ゑ

n
劣

ず

。

一

一

.

一も
相
当
混
雑
い
た
し
ま
ず
か
ら
、

一

な

お
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
便
利
で

市
税
滞
納
に
よ
り
、
差
押
え
た
一
④
小
路
口
鶴
平
本
杉
六
百
四
十
}
一

財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公
廃
に
一
番
の
一ニ

畑
ご
畝
十
一
歩

-

刷
工
具

貫

主

昔

、

遊

一
ピ
ま
ず
か
ら
、
賞
受
電
者
ま
一
富
島
叩
尾
六
百
七
十
一
丞

一

t
一畑

六
畝
十
}
一
歩
列
十
一
一
歩
畦

休
宋
稼
働
の
も
の
、
簿
外
資
一
当
固
定
刻
ま
で
に
、
印
鑑
持
替
の
一
畔

産
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
.
支
と
妻
く
だ
さ
い
。

一

@
ニ
の
郷
久
津
百
十
三
宝

ω申
告
書
は
税
務
"
ま
た
は
出
張
一
ム
日
時
十
=
月
十
九
日
午
前
十
一
畑
六
畝
二
十
七
歩
内
陸
畔
ニ

上
の
も
の

一

隔

に

単

備

し

で

あ

り

ま

す

一

時

一

十

七

歩

制
構
築
物

(軌
道
さ
袋
、
貯
一例
申
告
に
つ
い
て
不
思

議

一
会
議

市

容

量

一⑦
師
防
護
の
川
六
百
七
十
七
昏

一

一

一の
節
ご
回
ご
畝
二
十
四
歩

水
槽
な
さ

一

意
に
安
ん
ず
ね
く
だ
さ
い
・

一会
廃
方
法
逼
競
争
入
札
一
外

一ニ
護

昨

川内
機
械
お
よ
び
装
置

一
例
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
曜
偽
の
一ム
公
売
保
鉦
金
見
積
価
格
の
百
一⑥
同
郷
同
番
館
一
回
ニ
畝
ニ

料
船
舶

一

申

告

を

し

ま

す

と

、

お

互

い

に

一

分

の

十

一

十

九

歩

2
=歩
畦
昨

制
車
両
お
よ
び
運
搬
具

(ト
ロ
一
因
り
ま
ず
し
、
ま
た
罰
則
が
週
一
会
議
付
期
限
十
ご
月
=
十
一
審
泉
川
内
郷
足
形
七
百
二
十
ニ

ッ
コ
構
内
車
、
自
転
車
、
リ
一
周
さ
れ
る
樋
合
が
あ
り
ま
す
の
一
六
日
午
前
十
一
時

一
番
山
林
二
反
四
畝
歩

一

一

一

@

久
原
郷
東
山
二
百
六
十
四
番
第

ャ
ヵ
ー
な
ど

)

一

で

念

の

た

め

申

し

添

え

ま
す
。
一
ム
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は、

県
一
一
J

畑
六
畝
十
六
歩

一知
事
の
持
す
る
適
格
証
明
書
を
有
一
⑪
今
村
郷
西
の
蘭
干
百
九
十
二
番

バ
イ

ク

の

標

識

取

替

え

は

一ず
る
も
の
に
限
り
入
札

葬

可
す
一
の
ニ
畑
一
ニ
畝
+
三
歩

十

二
月

十

五

日

ま

で

に

一る

・

一

⑫

祝

崎

郷

田

尻

六

百

三

十

コ
審

一

一
畑
知
畝
ニ
4
1
E

歩

'

一

、
公
売
物
件

一

さ
き
に
実
施
し
た
原
動
機
付
自
へ
し
て
い
る
カ
た
も
あ
る
よ
う
で
す
一
一
⑬
今
村
郷
西
原
千
二
百
五
十
八
番

当
相
官
ニ
一
河
野
ド
当
日
時
五
ば
れ
れ
れ
控
室
料
一
日
耕
一
一
一
一
孝
一
色
盟
主

制
申
告
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
一
日
正
午
ま
で
に
市
役
所
税
務
課
で
す
れ
。
そ
の
ま
ま

Eて
お
か
れ
一

-

畑
七
畝
九
歩
列
十
五
歩
一銭
出
津
郷
四
百
二
十
一
一
一番一

資
産
H
つ
ぎ
の
資
産
で

一
個
一
取
替
え
て
く
だ
さ
い
。

一
ま
す
と
来
告
肢
も
脱
税
さ
れ
る
と
一
陛
畔

一家
屋
番
号
同
郷
七
十
七
挙
凹

ま
た
は

一
組
の
敵
得
価
格
も
一
個
人
間
で
鰻
渡
じ
た
リ
、
ず
で
一
と
に
な
り
ま
す
。

@

同

郷

同

署
第
二
畑
五
畝
ニ
一
木
描
瓦
茸
卒
家
建
庖
綿
一
棟

し

〈

は

製

作

価

格

が

干

円

以

一

に

腐

草

し

た

車

を

そ

の

古

書

需

品

置

十

一
歩
外
十
一
歩
畦
畔

一躍
坪
三
十
坪
ニ
合
{
税
務
課」

償
却
資
産
の
申
告
は
早
自
に

一
月

一

日

現

在

で

機

械

や

装

置

な

ど

会

本

年
度
の
か
ん
き
つ

償
却
資
産
の
所
有
者
猛
毒

vr
立
木
品
群
会
は
例
年
個

・

.

到
町

一
基
単
樹
齢
胃
、
整
枝
、
結
果
、
深
耕
一
法
の
規
定
に
よ
り
毎
年
一
月
一
日

知

人
巻
対
象
と
し
て
混
一
般
ワ
ラ
、
土
流
筒
、
病
重
点
一
現
在
で
市
走
塁
し
な
り
れ
ば

科
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
回
程
度
、
露
菌
防
除
施
撃
一
な
会
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

σ
大
村
市
と
農
業
改
良
一
に
対
す
る
努
力
の
実
績
.
一
の
で
舷
当
者
は
必
ず
喜
し
て
く

づ

普

及
所
、
か
ん
き
つ
同
一
今
年
度
も
ζ
の
品
評
会
に
各
地
一
だ
さ
い
.

て

志
室
長
惜
し
、
一
区
よ
り
多
苦
品
さ
れ
き
た
が
一
な
お
と
の
償
却
資
産
の
中
に
は

き

大

村
市
の
ミ
カ
ン
増
殖
一
審
査
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
丁
高
お
よ
び
霊
祭
で
、
事
業

ん

の

豪

か

ら

市

で

主

催

予

。

一

の

用

に

供

す

る

乙

と

が

出

来

る

資

か
す
る
も
の
は
集
団
地
域
一

成

績

一事
自
己
使
用
の
資
産
の
詰
に

の
季
対
象
と
し
て
開
捕
す
る
と
一
軍
大
村
地
区

向
木
場
一
貸
し
て
い
る
も
の
も
合
会
す
。

一

三

浦
地
区
硯
出
石

と
に
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
ま
り
一

ま
し
た
。

二

等

霊

地

区

段

一

鈴
団
地
区
針
尾

出
品
資
格

一一一
一
等
賞
瀬
地
区
荒
瀬
A
A

①
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
臥
よ
の
集
団
一-

一

一

.
浦
地
区
目
泊

地
で
あ
る
こ
と

⑨
一
団
地
の
縄
智
者
は
一
}
一
戸
以

上
五
戸
以
下
で
あ
る
と
と
。

審
査

(農
林
課
)

(税
義
)



(ニ)

細

心

の

注
二占d

4目、

口μqd
 
月1i
 

口
μ
ハり
唱

i月ワ臼
噌

i年
の
暮
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
一
防
ぐ
よ
ろ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
一
ま
す
。

籾
罪
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
と
く
広
一

f
i
l
i-
-
i
i

一
最
も
多
い
侵
入
靭
堅
手
口
別
一

あ
き
県
、

事
豪

雪

、
万
引
、
二

P
締

と

鍵

を

一

に
み
ま
芝
、
「
あ
き
整
い
」一

ス
リ
、
ぴ
っ
た
ぐ
り
、
お
い
は
ぎ一

忘

れ

ず

に

一「
忍
び
込
み
」
が
八
十
%
を
し
め
一
予
金
や
払
い
戻
し
な
ど
の
行
き

自
転
車
ど
ろ
ぼ
ろ
が
目
立
っ
て
い
一

l
i
li
--
i
j

一て
い
ま
す
.
そ
し
て
施
錠
堂
島
れ
一
帰
り
巻
狙
う
集
因
す
り
ゃ
、
ひ
つ

ま
ず
。
ま
た
年
末
は
金
融
が
活
発
一

大
村
市
内
で
弼
生
し
党
犯
罪
の

一た
表
出
入
口
か

b
入
る
と
と
が
最
一
た
く
り
等
の
犯
罪
が
多
く
な
り
ま

に
な
り
ま
す
の
で
、
銀
行
帰
り
を
一
六
十
%
が
ど
ろ
ぼ
ろ
で
す
。

一

も

多
い
の
で
す
。

P
Zほ
う
の
被
一
す
。
婦
女
子
や
老
人
の
使
い
に
は

狙
F

っ
と
と
も
多
く
な
る
と
予
想
さ
一
本
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
ど
ろ
一
審
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、
鍵
一
瞥
戒
員
を
つ
げ
る
ぐ
ら
い
の
用
心

れ

ま

す

。

一

ほ

ろ

の

被

替

に

か

か

っ

た

千

三

百
一
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
か
材
、
っ
と
一
が
必
要
で
す
。

そ
と
で
嘗
察
で
は
年
末
に
多
い
一
七
十
七
件
の
う
ち
侵
入
窃
盗
(
百

一め
て
留
守
に
し
な
い
と
と
が
大
切

犯
罪
者
な
く
し
み
ん
な
が
楽
し
い
一
十
一
一
一
件
)
詐
欺
盗

(二
十
九
件
)
一
で
す
。

正
月
老
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
一
特
殊
物
盗

(二
十
八
件
)
か
っ
ば
一

別
嘗
戒
取
締
t
q
行
う
と
と
に
し
て
一
ら
い
盗
(
六
十
五
件
)
す
り
(
四
一

い
ま
す
。

隣
り
近
所
も
で
き
る
だ
一
+
件
)
そ
の
他
盗
み
「
万
引
を
ふ

げ
協
力
し
あ
っ
て
犯
罪
や
事
故
老
一
く
む
」
(
百
ニ
件
)
と
な
っ
て
い で

年

末

を

明

る

く

歳

末

年

始

防

犯

運

動

盛
り
場
ゃ
に
ぎ
や
か
な
と
と
ろ
一
万

一
盗
難
そ
の
他
被
害
に
か
か

に
は
、
僅
か
な
乙
と
が
ら
で
喧
嘩
一

っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
交
通
事
政

を
は
じ
め
た
り
閃
縁
を
つ
貯
る
ぐ
一
が
起
っ
た
場
合
は
被
害
の
多
い
少

れ
ん
隊
が
多
い
も
の
で
す
。
気
者
一
い
に
か
か
わ
ら
ず
現
場
者
そ
の
ま

パ
ス
や
商
庖
街
の
人
混
み
の
中
一
く
ば
っ
て
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
一
ま
に
し
て
、
す
み
や
か
に
警
察
に

に
は
、
す
り
の
目
が
光
っ
て
い
る
一
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

d
w
晶
叩
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Y
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H
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A
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2
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パ
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A
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d
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H
H
H
V
H
E
T
H
H
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A
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U
い山
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自

衛

官

を

募

集

し

て

い

ま

す

申

学

校
卒
業
程
度
の
実
に
コ

奴

受

信

い
て
行
う
筆
配
誌
験
(
国
語

一

昭

和
三
十
七
年
十
コ
月
一
日

作
文
、
敬
学
、
社
会
)
、
身
体
一
か
ら
昭
和
一
一
一
十
八
年
二
月
一
一

検
査
お
よ
び
口
述
鼠
験
一
十
八
日
ま
で

一

例

鼠

験
期
間

採
用
予
定
時
期

一開
受
付
期
間
と
同
じ

f才339号)りよ大村市政だ〈毎月1.日U.目白日発行〉

防
衛
庁
で
は
、
つ
ぎ
の
要
領
に

よ
り
、
本
年
度
第
四
次
の
自
衛
官

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

募
集
人
員

一dT陸
士

二
等
海
士

一
d

等
空
士

絢
七
千
名

約
千
七
百
名

約
二
千
名

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十

八
才
以
上
ニ
十
五
才
宋
満
の
日

本
国
籍
を
有
ず
あ
興
子
で
、
学

校
教
官
法
じ
定
め
る
中
学
校
卒

業
程
耐
の
単
カ
を
有
す
る
者

試
験
科
目

昭和17年1!月10日
{昭和331:同月H日第三郵便物認可)

国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
援
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
は

十
四
年
自
に
あ
た
り
ま
す。

年
老
へ
る
に
し
た
が
い
個
人

の
人
権
恩
相
に
た
い
す
る
自
覚

を
持
つ
人
々
が
だ
ん
だ
ん
多
く

な
り
、
個
人
の
尊
厳
や
権
利
卒

等
の
意
識
が
向
上
弐
一
れ
、
明
る

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
反
面
ま
だ
ま
把
は
き
ち

が
え
た
人
楠
思
相
に
よ
り
自
分

の
利
益
の
た
め
に
は
ど
乙
ま
で

で
も
強
く
梅
利
帯
主
張
す
る
と一

か
、
ま
た
麓
務
の
履
行
を
し
な
一

い
人
も
あ
っ
て
、
自
分
本
意
の
一

打
算
的
な
生
き
方
を
す
る
社
会一

商
品
は
よ
〈

監
視
し
て

昭
和
三
十
八
年
一
月
、
二
月
お

よ
び
三
月

募
集
日
程

与
え
ら
れ
た
固
有
の
権
利
で
あ

る
と
は
い
え
、
社
会
共
同
生
活

の
中
に
と
げ
と
ん
で
ゆ
く
に
は

乙
の
権
利
の
あ
り
方
に
つ
い
て

個
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

人
権
週
間
に
あ
た
っ
て

的
風
潮
が
今
な
お
、
あ
と
を
絶

一

た
な
い
の
は
ま
と
と
に
遺
憾
と

一

い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

自
由
人
権
は
私
ど
も
個
人
に
一

お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
ま

た
制
約
さ
れ
る
と
と
会
じ
ゅ
う

ぶ
ん
考
え
、
個
人
々
々
が
あ
く

ま
で
も
お
た
が
い
の
人
権
冶
尊

樹
脂
街
で
一
月
か
ら
十
月
ま
で
一
と
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

に
六
十
七
件
も
の
商
品
梧
盗
ま
れ
一

た
事
件
が
あ
り
ま
す
。
庖
先
の
商
一

品
は
よ
く
監
理
し
て
態
え
ず
監
視
一

巻
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

金
融
機
関
の
行
き

帰

り

に

注

意

懐

中

物

に

注

意

志
願
票

市
民
課
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す

。

(

市

民

課

)

a
E割
問
咽

rr晶閤闘?

重
し
合
い
、
相
手
の
人
格
を
侵

す
乙
と
の
な
い
よ
う
に
、

努
む

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
私
ど
も
は
と
の

人
権
週
間
に
あ
た
り
、
さ
ら
に

反
省
し
、
世
界
人
権
宜
宮
の
精

神
を
い
っ
そ
う
理
解
す
る
と
と

も
に
、

ま
す
ま
す
人
権
意
識
の

高
鍋
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

(長
崎
弛
方
法
務
局

大
村
支
局
}

管室長号室きZ議
i t E 32125号
bi是長男寝室星雲E
S ι55持続
に れらて 、のが

長必努露完?重自

宅ppiiiE 
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E 践をEZ
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流

質

物

の

公

売

会

・

市

内

の

し

尿

鼠

取
業
者
の
健
康

一

保
持
お
よ
び
車
繭
運
搬
用
具
等
の

一

公
益
質
昼
で
は
、
流
宙
物
公
売
告
を
つ

一

整
備
の
た
晶
、
従
来
毎
月
第
一

、一

ぎ
の
要
領
で
行
い
ま
す
@
な
お

当

日

は

公

一

館
一
ニ
日
曜
日
を
定
休
日
と
し
て
お
一

益

賀

屋

は

休

業

い

た

し

ま

す

。

ー

一

り
ま
し
た
が
、
十
二
月
}
日
か
ら
一

ム
‘
日
時
H
十
ニ
月
十
九
日
十
時
よ
り
十

一

業
者
聞
の
申
し
合
せ
に
よ
り
、
毎
一

五
時
ま

で

一

週
日
暗
日
に
休
業
い
た
し
ま
す
の

一

ム

場

所

H
大
村
市
中

央

公

民

館

一

で
と
了
一
珍
く
だ
さ
い
。
一

ム

公

売
品
川
衣

顛

列

約

三

百

ニ

十

点

一

1
f
h
J
h
J
a
n
r
h
JE
1'
hJ
h

(保
険
衛
生
時
僻
)一

求

人

案

内

護

十

八

t
四
十
才
日
首

百

t
I七
千
円

・庖
員
十
八
t
二
十
五

第

三

期

汚

駒

処

理

一

五
百
円
・
県
外
パ
ス
車
箪
十
五
l
才
住
込
七
千
五
百
円
・
県
外
紡
織

…

ハ
男
子
)

【
管
内
〕

二

十

才

八

壬

-

百

円

織

布
工
十
六
t
一
十
五

才

八

千

五

手

数

料

の

納

期

一

人
の
自
由
で
す
が
配
給
華

一

一
時
諸

問

備

投

お

ハ

女

子

〉

門

管

内

〕

百

t
一
万
円
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
組

鼠
和
三
十
七
年
度
汚
物
処
理
工

最
(
現
在
一
人
一
カ
月
当
り
前
後
日
給
四
百
l
六
百
円
・
熔
接

缶
詰
工
年
令
不
関
長
吉
一
ニ
立
工
十
五
l
ニ
十
五
才
八
千
一一
百
数
料
館
一
一
一
細
分

(十
、
十
一
、
十
一

軒

以

む

範

囲

内

駐

車

校

時

一

一

誌

い

註

諮

問

駐

日

一

諸

問

主

諸

国

計

百

二

十

一

特
選
米
は
そ
の
数
量
に
限
度
万
国
・
大
型
運
転
手
ニ
す
四
十
ま
で
日
給
三
百
七
古
・
経
理
事
引
い
認
持
品
川
町
は
特
お
わ
す
れ
な
く
納
額
告
知
憲
一

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

苦

笑

百

円

・

配

置

十

八

1
艶
十
八
三
十
八
才
九
百
・
賄

と
持
容
の
う
え
、
市
金
庫
、
あ
る
一

従
来
の
品
目
の
外
に
新
た
叩

お
り
購
入
で
き
な
い
楊

憲

二
十
五
才
四
千
人

千
円
・
籍
軍
令
五
十
五
才
住
込
六
千
円

六
百
円
以
上
(
公
共
職
業
安
定
所
〉

い
は
そ
の
出
張
附
に
納
め
て
く

一

特
選
米
が
殻
貯
ら
れ
ま
し
た

あ
り
ま
す

t
i
e
-
E
C
h
1
t
!
;
91
・1
tptapi
s

だ
さ

い

.

一

特
選
米
H
精
白
度
が
高
く
ぬ
か
ム
価
格
の
改
訂

ぎ
れ
撃
の
残
存
度
、
粒
ぞ
ろ
価
格
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
訂

ム

登

録
庖
の
変
更

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

の

結

果

が

わ

か

り

ま

し

た

奈

結

集

室

紛

失

さ

れ

一

い
な
ど
形
や
慣
が
良
好
で
、
被
さ
れ
ま
し
た
。

(い
ず
れ
も
別
小
売
販
売
業
者
に
た
い
す
忌
贈

さ
き
に
実
施
レ
た
}
般
の
結
核

た
は
異
状
が
な
か
っ
た
も
の
と
ご

た
か
た
は
保
険
衛
生
課
、
ま
た
は

害
粒
、
砕
粒
な
ど
の
混
入
が
少

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
)

入

登
録
変
更
の
手
続
が
い
つ
で
も
検
診
の
結
果、

異
状
の
あ
る
か
た

承
知
く
だ
さ
い
?

出
頭
所
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

く
規
格
に
適
念

て

い
る
も
の

普
通
米

九
百
五
十
五
円

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

に
は
個
人
通
知
き

ま
す
の
で
直
ム

携
は
大
村
保
健
所
で
料
金
十
月
よ
り
新
規
に
届
出
さ

れ
た

特
選
米

平

十

円

登

録

変
更
を
し
よ
う
と
す
る
か
接
撮
影
お
よ
び
血
抗

な

ど

の

精

密

は
い
り
ま
せ
ん
。

方
に
は
十
=
月
十
五
日
付
で
納
額

徳
用
米
八
百
六
十
五
円

た
は、

印
鑑
と
米
穀
通
帳
を
持
つ

審
査
を
う
防
て
く
だ
さ
い
。

な
お
当
人
に
は
通
知
で
期
日
を
告
知
衝
を
発
付
し
ま
す
の
で
、
乙

準
内
地
米

八
百
三
十
円

て

市
民
県
ま
た
は
各
出
頭
所
へ
屈

な
お
十
二
月
=
十
日
ど
ろ
ま
で
指
定
し
て
お
り
ま
す
司
れ
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

普

通

外

米

七

百

十

円
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遺
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人
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あ
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ま
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め
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定
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講
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